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カムライグ語の地名 。人名のカタカナ表記
―音声学的考察―  水谷 宏
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要旨 CttmOdeb
日本カムライグ学会のプロジェク トの一つ、「カムリの地名 。人名・ 作品名・登

場人物名のかな表記の統一」と関連 し、その手始めの作業 として、カムライグ語 と

日本語の音韻体系を比較 して、調音音声学に準拠 した音韻翻訳の方法を示すことで

妥当性の高い表記を提唱する。
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I背景事情 Setllfa Gd団L
カムライグ語で書かれた文学作品や論文等の著作を日本語に翻訳する場合や、英
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語で書かれた著作の邦訳でも、カムリに関する情報が提供されている場合、カムラ
イグ語の固有名詞は「カタカナ表記」される必要がある。現状では、いろいろな努
力の跡が見られるものの、英語名からのものや、カムライグ語名であっても英語式
の発音によるものなどの不統一が指摘されている。そのため、日本カムライグ学会
としての何らかの統一が要望され、去る7月 30日 の第 2回役員会でプロジェクト
の一つとして、「カムリの地名 。人名・作品名・登場人物名のかな表記の統一」が

推進されることになつた。今回の発表は、その手始めの作業として、いわば「原案」
となる原則のみを示し、カムライグ語と日本語の音韻体系を比較するとともに、調
音音声学に準拠した音韻翻訳の方法を示すことで妥当性の高い表記を提唱する。
Ⅱ 音韻体系の比較

ある言語の発音を、別の言語の伝統的な表記法に置き換える作業のことを、「音
訳、字訳」■ awslythren・,d/■動 αatiOnと か、「音韻翻訳」PhonO10gical

knslation C.C Catfordlな どと呼ばれる。その場合、当然のことながら、双方
の言語の 〔音韻体系〕を比較し、調音音声学に基づく「音分類」の方法を考慮する
必要が生じる。
1)カ ムライグ語と日本語の「母音体系」の比較

カムライグ語の母音体系は、国際音声学協会 L Intemational Phonetic
Associationが推奨している「基本母音」 Cardinal VOwelsに 準拠して、1)短母
音 2)長母音 9二重母音 の三つの副次的体系に分けて記述できる。カムライグ語
南部方言に観察されるこれらの母音は、以下の通りである (北部方言のものは括弧
で示す)。

→ の後に、対応する「カタカナ表記」の可能性を示す。

D短母音 :た,ε,a,o,o,o,(■ )ノ
→イ 。ェ・ア・オ・ ウ・ア・イ

2)長母音 :A,e,o,o,u,(1)ノ →ィー・ェー・アー 。オー・ウー・イー

3)二重母音 :

D前 方 型 :たIま た は oI,aI,Dl,UI,(CI,a■ ,oち uD′

→ エイまたはアイ・アイ。オイ 。ウイ
iil後方型 :Au,εu,aじ,DO,00,Gめノ

→ イウ・エウ・アウ。オウ。アウ・イウ

1問題剌 1.短母音と長母音との対立は、日本語でも「長音符号」 (―)の有無
で表記可能だが、「中舌母音」 (/oノ と北部0■ ろノ1の の区男1は 「かな表記」ではで
きない。日本人の耳にはどちらも「ア」としか聴取されず、yr/erノ (定冠詞):
arノar/「～の上に」は、共に「アル」としか表記できず、同音異義にならざるを
得ない。 2 二重母音では、言語使用域 Registerの問題もあり、「公式の発音」
formAl registerを 記述する場合の /εゴ 「エイ」に対して、「くだけた発音」で
の たIノ 「アイ」等も ノaゴ 「アイ」との区別がつかない。
2)カムライグ語と日本語の「子音体系」の比較

両言語にあるものと、カムライグ語にはあるが日本語にはないものに分けて
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述べる。

1)両言語にあるもの :次に挙げる国際音標文字で示されるカムライグ語の子

音は、日本語のローマ字表記でも用い られ (ロ ーマ字表 .―Eで異なるものは ` 'にロ

ーマ字で示す )、 カタカナ表記上も問題はない。/の左は無声音、右は有声音である。

閉鎖音 :p/b,tノ d,kノ g 破擦音 :■ /d6(ロ ーマ字 :`ch,tsノ j')

摩擦音 : s/z,∫ノ,hノ  頭動音 : ノr 鼻音 : /m,n わたり音 :ノw,有

2)以下の子音はカムライグ語にあつて日本語にないものである。

摩擦音 :f札 0/0,χ ノ側面音 : lノ I 頭動音 :=ノ 鼻音 :零 ノ,1ノ ,]ノ D

I問題剌 1)両言語にあるもの :カ タカナ表記上問題はなく、以下の例のように音

韻翻訳が可能である。

例 :1)Pen‐ y‐bont ar Oじ wI IPcnObDnt ar Dgur]21/9079→ 「ペナボント・アル・

オグール」2)Bodedem[bodεdern1 23/3380→ 「ボデデルン」 3)To_ [tDWIn]

23ノ5800→ 「トウイン」 41 Capel Saln Silin[kapel saln s亜n]22/5150→ 「カペ

ル・サイン・シリーン」 D Maesmynys lmalsmOnis1 32/0047→ 「マイスマニー

ス」 O Walln y Griafolen[waln O griavolε n1 23/8129→ 「フイン・ア・グリャ

ヴォレン」
注:地名後の数字 21ノ9079等は、英国陸地測量部地図上の距離座標系一Davies,Ebp

(1975)参照。

② カムライグ語にあつて日本語にないもの :かな表記は不可能であるが、調音

活動の結果である聴覚活動で、日本語音にできるだけ近いものを選んで そヾの音の

かな表記を試みる以外に方法はない。例えば、カムライグ語の Tinn hanl語頭の

[1‐ ]の調音活動は、「無声」「歯茎」「側面」「摩擦」の特徴を持つている。一方、日

本語には、「無声」「歯茎」「中央」「摩擦」の特徴を持つ「サ行子音」/s/が あるの

で、異なる特徴は「側面」か「中央」であり、この子音を表記するカタカナで代用

する方法が妥当性が高い。

例 :Llan honl→ 「サーン」 Llyn hin]→ 「シーン」 Ll_Rttd→ 「ス

イン」 med lled]→ 『セード」 Lloc llDkl→ 「ソック」

カタカナ表記において Ll‐ Il‐ ]と S‐ [s‐ ]のように区別ができないのは、以下の

子音である。カムライグ語音の後に日本語音を並べると :lfl:[Φ ],l■・l:[bl,101:

[s〕,[61:lzl,取]:[hl,lll:[rl,19]:[り]な どがるが、中には、語中の位置によつて

は区別をしなくても識別に困らないものもある。例えば、[6]:lzlの対立では、カ

ムライグ語で [‐zlで 終わる語がない以上、O鴫medd[glvlneol,Caerdydd
[kalrdiO]→ 「グイネーズ」「カイルディーズ」と表記することができる。
IⅡ 「二言語併用」能力の開発

最近の日本人の英語の発音は、音と比べ、格段に上達していると考えてよく、従
って、「サンキュー・ベリ・マッチ」とかな表記をしても、その通りに「カタカナ

発音」をするのではなく、[ゝ)"]k jo＼ VttI:mAtflと 、イングランドで `RP
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speakers'(「容認発音」と呼ばれるイギリス英語の話し手)が聞いても、ほとんど

違和感のない「日本人英語Jの話し手が多い。同様に、カムライグ語の発音につい

ても、「二言語併用」能力を涵養することで、カムライグ語の話し手に近い発音の

習得も可能であるのは言うまでもない。そのような能力が開発されれば、カムライ

グ語の Thnbedrた anbεdrノ hambε dr]と言 う発音を聞いて、「サンベ ドル」とカタ

カナ表記することは、極めて容易なことである。

そのような能力を開発する手段の一つとして、日本人学習者を対象にした教育用

に考案された方法は、カムライグ語にあつて日本語にない発音の習得を目指した教

材の一例は、名古屋カムライグ語研究相互訓練センター発行の「カムライグ語発音

練習シリーズ Rhif■i/Nllmber 3カ ムリの国の国歌 「わが祖先の音ながらの上

地」である。この教材では、「カムリの人々の発音に近い、日本人の発音」を目指

して、日本語にない発音を、ある約束事を定めた上で、「ひらがなJを、「日本語に

はない発音」ということに注意を喚起するための発音記号として活用する方法を採

用している。例えば、[χ]:[h]を区男1するために、[b]音には「ハ行」、り 音には

ひらがなの「は行」を用いて弁別させる「教育手段」を採用している ([hol:崚Q]→
「ハー」:「 は―」)。
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なお、本文中に言及した名古屋カムライグ語研究相互訓練センター発行「カム

ライグ語発音練習シリーズ Httllriノ NllYnber 3カ ムリの国の国歌「わが祖先の

音ながらの土地」は、発表の当日、添付資料 2)と して配布したものであり、日
本カムライグ学会事務局に多少の残部がある。
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